
同 友 ぐ ん ま（1）2020年 11月号 第465号

2020

同友会の活動
はこちらの
QRコードか
らご覧いただ
けます。▶

11
発行/群馬中小企業家同友会　〒371-0013　前橋市西片貝町1-300-5  ルアン第二ビル４Ｆ　TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666　E-mail g-douyu@po.wind.ne.jp

　

十
月
十
六
日
（
金
）
〜
十
七
日

（
土
）
の
二
日
間
、
前
橋
問
屋
セ
ン

タ
ー
会
館
を
会
場
に
「
二
〇
二
〇
新

入
社
員
向
け
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
四
月
に
二

泊
三
日
で
、
七
月
に
一
泊
二
日
で
開

催
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
新
入
社
員
研

修
会
（
計
五
日
間
）
を
、
宿
泊
無
し

の
二
日
間
に
圧
縮
。
大
幅
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
度
も
中
止
す
る
こ
と
な
く

開
催
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
日
目
は「
新
入
社
員
の
心
構
え
」

を
目
的
と
し
て
、「
人
生
は
自
分
の

手
で
切
り
開
こ
う
」
の
講
義
や
「
正

し
い
挨
拶
を
し
よ
う
」
の
講
義
と
実

習
、「
上
手
な
仕
事
の
進
め
方
」
と

し
て
、
各
グ
ル
ー
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク
を

使
っ
た
ワ
ー
ク
、「
社
会
人
と
し
て

の
人
間
関
係
の
大
切
さ
」
の
講
義
な

ど
か
ら
、
社
会
人
と
し
て
大
切
な
基

本
を
学
び
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
「
半
年
の
振
り
返
り
と

今
後
に
向
け
て
」
を
目
的
に
、「
フ
ォ

ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
」
や
「
目
的
と
目
標
」

の
講
義
と
「
行
動
計
画
書
」
の
作
成
、

「
社
会
人
と
し
て
の
お
金
の
使
い
方
」

の
講
義
、
各
グ
ル
ー
プ
に
経
営
者
が

入
り
進
行
す
る
「
お

悩
み
相
談
会
」、
最

後
の
「
決
意
表
明
」

で
は
、
一
人
二
分
程

度
で
し
た
が
、
全
員

が
自
分
の
言
葉
で
二

日
間
の
学
び
か
ら
得

た
気
づ
き
と
、
会
社

に
戻
っ
て
か
ら
取
り

組
む
目
標
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
が
記
し
た

研
修
レ
ポ
ー
ト
＆
経

営
者
側
の
感
想
（
抜

粋
）
を
左
記
に
掲
載

し
ま
す
。

［
研
修
生
］

○
二
日
間
で
得
た
知

識
と
気
づ
き
を
活
か

し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
行
動
し
、
さ

ら
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

○
研
修
を
受
け
る
中
で
、
他
者
の
視

点
や
意
見
を
受
け
入
れ
る
事
で
自
分

の
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。
会
社
に

戻
っ
て
も
先
輩
の
意
見
を
積
極
的
に

聞
い
て
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

○
何
年
か
後
に
、
頼
り
に
さ
れ
た
り

感
謝
し
て
も
ら
え
る
様
な
、
必
要
な

社
員
に
な
っ
て
い
た
い
と
思
う
。

［
経
営
者
］

○
開
催
時
期
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
例
年

と
大
き
く
異
な
る
中
、
受
講
生
も
自

分
事
と
し
て
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

決
意
表
明
と
し
て
明
確
に
表
現
出
来

て
い
た
。

○
研
修
で
気
づ
き
、
前
向
き
に
な
っ

て
欲
し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ

の
気
持
ち
を
継
続
さ
せ
日
々
の
仕
事

に
活
か
す
こ
と
が
大
切
。
経
営
者
側

の
今
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
重
要
。

● 2020新入社員向け研修会 ●

社員と経営者が共に学び合う!
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沼
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
九
日

（
火
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

建
設
機
械
専
門
輸
送
・
重
機
土
木

業
を
行
う
㈲
笠
原
産
業
、
専
務
取
締

役
・
笠
原
克
也
氏（
沼
田
支
部
）が「
成

長
の
極
意
は
創
業
の
精
神
に
宿
る
〜

天
は
無
常
無
自
性
、
私
は
一
所
懸
命

〜
」
と
題
し
て
「
経
営
指
針
を
つ
く

る
会
」
の
成
果
を
中
心
に
経
営
体
験

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

先
代
の
急
逝
を
受
け
悩
む
中
、
禅

寺
で
の
気
づ
き
か
ら
行
動
を
開
始

し
「
つ
く
る
会
」
に
参
加
し
た
と
語

る
笠
原
氏
。
完
成
し
た
指
針
書
に
も

そ
の
気
づ
き
が
ち
り
ば
め
ら
れ
、
勉

強
熱
心
な
様
子
が
文
面
か
ら
も
伺
え

ま
し
た
。
し
っ
か
り
と
分
析
さ
れ
た

数
字
や
計
画
な
ど
、
初
参
加
と
は
思

え
な
い
完
成
度
で
構
成
さ
れ
た
各
項

目
に
は
参
加
者
も
驚
き
を
隠
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。
さ
ら
に
完
成
か
ら
現
在

ま
で
の
進
捗
も
プ
ラ
ス
し
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
指
針
書
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
原
氏
の
事
業
承
継
に
関
す

る
思
い
は
強
く
「
先
代
に
対
し

て
畏
敬
の
念
を
持
ち
〝
守
・
破
・

離
〟
を
完
璧
に
遂
行
し
、
先
代

の
考
え
方
の
本
質
を
理
解
し
血

脈
で
は
な
く
、
法
脈
継
承
で
会

社
を
引
き
継
ぎ
た
い
」
と
今
後

の
事
業
に
か
け
る
思
い
を
語
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
つ
く
る
会
」
に
参

加
す
る
中
で
感
じ
た
こ
と
は

「
素
直
さ
と
人
の
繋
が
り
に
加

え
、共
感
力
」
だ
と
言
い
ま
す
。

「
他
社
の
経
営
者
の
話
を
素
直

に
受
け
止
め
る
こ
と
」、「
も
っ
と
良

く
し
た
い
と
い
う
同
じ
志
を
持
っ
て

集
ま
る
会
だ
か
ら
こ
そ
、
共
感
し
あ

え
る
部
分
が
大
き
い
」
と
付
け
加
え

ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
理
念
を
ど

う
伝
え
て
い
る
か
？
ま
た
、
伝
え
る

仕
組
み
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
の

テ
ー
マ
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。「
伝
え
る
事
も
だ
が
、
数
字
を

含
め
て
考
え
さ
せ
る
環
境
を
作
る
こ

と
も
大
切
」
や
「
社
長
が
言
う
よ
り
、

外
部
の
経
営
者
に
同
じ
事
を
言
わ
れ

る
方
が
響
く
」
と
い
っ
た
経
験
を
基

に
し
た
意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
勉
強

熱
心
な
人
柄
が
報
告
か
ら
伝
わ
っ

た
」「
先
代
の
思
い
を
し
っ
か
り
引

き
継
い
だ
指
針
書
」「
理
念
が
業
績

に
結
び
つ
い
た
経
緯
は
非
常
に
良

か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

太
田
支
部
で
は
、
九
月
二
十
四
日

（
木
）、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

使
用
し
、
昨
年
度
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
か
ら
例
会
当
日
ま
で
の
入
会

者
を
対
象
に
、
記
念
品
の
贈
呈
、
新

会
員
自
己
紹
介
＆
会
社
紹
介
、
支
部

役
員
か
ら
の
活
動
紹
介
を
行
う
「
新

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
、
自
動
車
部
品
の
カ
チ

オ
ン
電
着
塗
装
な
ど
を
行
う
㈱
栄
工

業
、社
長
・
宇
田
裕
紀
氏
。清
掃
事
業
・

洗
剤
の
製
造
販
売
事
業
を
行
う
㈱
キ

レ
イ
ス
キ
ー
、
社
長
・
樋
口
勝
也
氏
。

薬
局
運
営
・
居
宅
介
護
支
援
事
業
な

ど
を
行
う
㈱
フ
ラ
ン
ト
、
社
長
・
石

塚
雅
彦
氏
の
三
名
。
そ
れ
ぞ
れ
が
会

社
や
製
品
、
自
身
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

活
動
紹
介
で
は
、
昨
年
度
入
会
の

㈱
サ
ン
エ
イ
・
中
西
氏
が
、
入
会
し

て
何
を
学
び
、何
が
変
わ
っ
た
の
か
。

㈱
ぷ
ら
す
て
ん
・
加
藤
氏
は
、
経
営

指
針
を
つ
く
る
会
。
㈱
ア
ミ
イ
ダ
・

阿
久
戸
氏
（
太
田
支
部
長
）
が
共
育

部
会
、
主
に
社
員
研
修
会
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

来
期
は
直
接
目
の
前
で
紹
介
で
き

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

新会員オリエンテーション

太田支部９月例会

天
は
無
常
無
自
性
、

�

私
は
一
所
懸
命

沼
田
支
部
９
月
例
会
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九
月
十
七
日
（
木
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併
用
）
を
会
場
に

「
高
崎
支
部
九
月
例
会
」
を
開
催
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
中
心
と
し
た

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
の
㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
、代
表
取
締
役
・
町
田
英
之
氏
（
前

橋
支
部
）
が
報
告
者
を
務
め
、「
人

が
育
つ
環
境
を
つ
く
る
〜
教
育
は
日

常
に
行
わ
れ
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
社
に
お
け
る
社
員
教
育
の
経
営
実

践
を
語
り
ま
し
た
。

　

会
社
概
要
・
経
営
目
的
と
理
念
に

続
き
、
教
育
に
対
す
る
自
身
の
考
え

方
を
紹
介
し
た
町
田
氏
。
教
育
を
行

う
た
め
の
前
提
条
件
と
し
て
「
会
社

と
社
員
は
利
益
が
相
反
す
る
関
係
で

は
な
く
、
汗
も
涙
も
成
果
も
共
に
享

受
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
。
お
互
い
の
利

益
は
必
ず
一
致
す
る
」
と
語
り
、
社

員
と
の
信
頼
関
係
の
重
要
性
を
強
調

し
ま
し
た
。

　

定
期
採
用
の
新
卒
教
育
に
つ
い
て

は
、
入
社
前
研
修
・

座
学
中
心
の
集
合
研

修
・
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
課
題
研
修
な
ど

の
実
施
を
「
社
員
全

員
で
行
な
う
（
関
わ

る
）
こ
と
で
、
教
え

る
こ
と
が
普
通
と
い

う
認
識
を
持
っ
て
も

ら
う
」
と
、
そ
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
。
ま

た
、
教
育
の
基
本
ス

タ
ン
ス
と
し
て
「
教

育
は
日
常
の
仕
事
そ

の
も
の
。
先
輩
か
ら

後
輩
へ
の
伝
承
や
教

え
合
う
文
化
の
醸

成
、
長
期
的
に
育
て

る
気
持
ち
が
大
切
」と
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
資
格
手
当
や
社
内
勉
強

会
、
透
明
性
・
公
平
性
の
あ
る
評
価

制
度
な
ど
、
同
社
が
行
う
各
種
取
り

組
み
と
、
そ
の
中
身
を
紹
介
。
最
後

の
ま
と
め
で
は
「
以
上
す
べ
て
を
同

時
進
行
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
社
長
は
環
境
を
整
え
る
の
が
仕

事
。
そ
れ
が
同
友
会
の
〝
人
を
生
か

す
経
営
の
総
合
実
践
〟
な
の
で
は
な

い
か
」
と
力
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
人
が
育
つ
会
社

に
必
要
な
こ
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
長
期
的
・

計
画
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
望
む
成

果
は
得
ら
れ
な
い
」「
自
社
に
合
っ

た
仕
組
み
を
考
え
、
そ
れ
を
経
営
者

が
カ
タ
チ
に
す
る
」「
時
間
は
掛
か

る
が
社
風
や
文
化
に
ま
で
昇
華
さ
せ

る
こ
と
」
な
ど
、
各
グ
ル
ー
プ
で
活

発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
十
五
日
（
火
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
九

月
例
会
」
を
開
催
。
県
内
の
経
済
・

産
業
動
向
な
ど
の
調
査
研
究
を
行
う

（
一
財
）
群
馬
経
済
研
究
所
、
副
部

長
・
樹
下
芳
久
氏
を
講
師
に
招
き
、

「
最
近
の
経
済
情
勢
に
つ
い
て
〜
新

型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
県
内
企
業
へ
の
影

響
は
？
〜
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
一
月
か
ら
本
年
七
月
に
至
る

主
な
経
済
指
標
（
雇
用
・
生
産
・
設

備
投
資
・
消
費
・
工
場
の
稼
働
状
況
・

売
上
・
生
産
体
制
）
の
動
向
を
示
し
、

そ
の
詳
細
を
解
説
。
景
気
を
下
押
し

す
る
要
因
の
ま
と
め
を
「
消
費
の
抑

制
（
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
）
＋
生

活
の
変
化
（
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
）」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
県
内
企
業
の
影
響
・
対

応
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
あ
る

い
は
全
国
的
な
消
費
の
変
化
（
売
れ

て
い
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
）
を
挙
げ

て
「
変
化
の
な
か
に
チ
ャ
ン
ス
は
あ

る
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
「
じ
ぁ
あ
ど
う
す

る
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。「
自
社
の
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
見
直
す
機
会
に
」「
ウ
イ
ル

ス
は
見
え
な
い
が
、
見
え
る
部
分
か

ら
手
を
打
つ
」「
経
営
資
源
を
洗
い

直
し
、
新
た
な
仕
事
づ
く
り
を
進
め

た
い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
は
日
常
に
行
わ
れ
る

高
崎
支
部
９
月
例
会

新型コロナによる
� 県内企業への影響は？

伊勢崎支部９月例会
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九
月
二
十
四
日
（
木
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
併

用
）
を
会
場
に
「
桐
生
支
部
九
月
例

会
」
を
開
催
。
不
動
産
業
を
営
む
㈱

ハ
セ
イ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
専
務
取
締

役
・
周
藤
亮
佑
氏
（
桐
生
支
部
）
が

報
告
者
を
務
め
、「
常
に
学
び
続
け

て
成
長
し
、
永
続
で
き
る
会
社
を
つ

く
る
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
営
体

験
を
語
り
ま
し
た
。

　

周
藤
氏
は
、
簡
単
な
自
己
紹
介
と

同
社
へ
入
社
す
る
ま
で
の
経
緯
に
続

き
、
不
動
産
業
の
仕
事
や
仕
組
み
を

説
明
。「
一
括
り
に
〝
不
動
産
屋
〟

と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
飲
食
店
に
和

食
・
洋
食
・
中
華
な
ど
が
あ
る
よ
う

に
不
動
産
業
に
も
様
々
な
形
態
が
あ

る
」
と
し
、
売
買
仲
介
・
賃
貸
仲
介
・

賃
貸
管
理
・
買
取
再
販
な
ど
、
同
社

で
取
り
扱
う
十
種
類
の
業
務
内
容

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
、
今
年
度
の
取
引
実
績
な
ど

を
含
め
て
語
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
に
あ
る
〝
学
び
続
け
る
〟

の
理
由
に
つ
い
て
は
「
装
置
産
業
で

は
な
い
た
め
、
知
識
・
経
験
こ
そ
が

経
営
資
源
で
あ
り
、
学

び
＝
仕
入
に
相
当
す

る
。
今
後
さ
ら
に
仕
事

の
幅
を
広
げ
る
た
め
、

新
た
な
資
格
を
取
得
予

定
」
と
現
状
の
学
び
と

合
わ
せ
て
説
明
。
加
え

て
「
家
族
経
営
な
の

で
、
じ
っ
と
し
て
い
る

と
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
に

な
る
。
常
に
最
新
の
情

報
・
動
向
を
掴
む
た
め
、

同
友
会
や
各
種
団
体
な

ど
の
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
る
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

曾
祖
父
が
始
め
た
長
谷
井
商
店

（
米
屋
）
か
ら
数
え
て
四
代
目
と
な

る
予
定
で
、
百
年
企
業
を
標
榜
す
る

周
藤
氏
。今
後
の
見
通
し
と
し
て「
社

長
（
母
）
の
勇
退
」「
桐
生
地
域
以

外
へ
の
進
出
」「
よ
り
ニ
ッ
チ
な
分

野
へ
」
な
ど
を
挙
げ
、「
米
屋
か
ら

不
動
産
屋
に
業
態
を
変
化
さ
せ
た
よ

う
に
、
時
代
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
。
今
後
も
学
び
続

け
て
成
長
し
、
永
続
で
き
る
会
社
を

つ
く
り
た
い
」
と
の
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

　

報
告
後
は
「
未
来
」
を
テ
ー
マ
に

グ
ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
報
告
に

共
感
。
自
分
達
の
世
代
が
頑
張
ら
な

け
れ
ば
」「
自
ら
求
め
な
け
れ
ば
未

来
を
切
り
拓
く
情
報
は
得
ら
れ
な

い
」「
予
測
と
仮
説
を
立
て
、
今
か

ら
準
備
す
る
必
要
性
を
痛
感
」な
ど
、

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
五
日
（
金
）
の
富
岡
安

中
支
部
例
会
は
、「〝
共
育
ち
〟
の
本

質
に
迫
る
、
共
育
部
会
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
！
」
と
題
し
、
部
会
の
全
面

協
力
を
得
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ラ
ー
は
、
共
育
部
会
長
の
吉

池
氏
（
川
上
機
工
社
長
）、
中
心
メ

ン
バ
ー
の
宮
崎
氏
（
関
東
防
災
工
業

社
長
）、
そ
し
て
富
岡
安
中
支
部
の

柳
沢
氏
（
ビ
ッ
ト
社
長
）
が
つ
と
め
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
同
じ
く
部

会
中
心
メ
ン
バ
ー
の
山
崎
氏
（
山
崎

製
作
所
社
長
）
が
つ
と
め
ま
し
た
。

　

共
育
部
会
の
目
指
す
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、
実
際
に
社
員
研
修
会
に
参

加
や
登
壇
し
た
感
想
や
学
び
、
自
社

で
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が

率
直
に
語
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は「
ど
う
育
て
た
い
の
か
、

そ
の
た
め
に
経
営
者
は
何
を
す
べ
き

か
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
社
員
の
成
長
な

く
し
て
会
社
の
成
長
は
な
い
と
思
う

が
、
ま
ず
は
経
営
者
で
あ
る
自
分
自

身
が
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
大
事
で

あ
る
と
実
感
し
た
」「
共
育
の
重
要

性
を
再
確
認
で
き
た
」「
自
律
し
た

社
員
に
育
て
る
に
は
経
営
者
が
し
っ

か
り
学
び
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
経

営
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
社
員
教

育
に
つ
な
が
る
と
思
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
翌
日
ま
で
に
は
参
加
し
て

い
た
三
社
か
ら
、
直
近
に
開
催
さ
れ

る
「
新
入
社
員
向
け
研
修
会
」
へ
の

申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

常
に
学
び
続
け
る

桐
生
支
部
９
月
例
会

“共育ち”の本質に迫る

富岡安中支部９月例会
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部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。
　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て
北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　12名
代表取締役　島山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

　

前
橋
支
部
で
は
九
月
十
六
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。

　

県
立
吉
井
高
校
、
小
林
良
典
先
生

を
お
迎
え
し
「
コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
の

現
状
と
こ
れ
か
ら
の
社
会
連
携
〜
先

生
の
本
音
と
私
た
ち
地
域
企
業
へ
の

望
み
〜
」
と
題
し
て
、
教
育
現
場
の

実
情
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
紹
介
お
よ
び
自
己
紹
介
に
続

い
て
、
一
斉
休
校
か
ら
分
散
登
校
、

通
常
登
校
に
戻
る
ま
で
の
教
職
員
の

　

九
月
十
四
日
（
月
）、
渋
川
吾
妻

支
部
で
は
、「
会
員
応
援
企
画
・
第

二
弾
」
と
し
て
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
観
光

バ
ス
（
蜂
巣
社
長
、
同
支
部
）
に
よ

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
産
業
の
な
か
で

も
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く

バ
ス
業
界
。
そ
の
一
員
で
あ
る
蜂
巣

氏
を
少
し
で
も
応
援
し
よ
う
と
企
画

さ
れ
ま
し
た
。

対
応
を
時
系
列
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
校
の
社
会
連
携
の
実
績

と
し
て
、
一
年
生
は
「
発
見
」、
二

年
生
は
「
挑
戦
」、三
年
生
は
「
飛
躍
」

を
テ
ー
マ
に
学
校
を
飛
び
出
し
、
地

域
や
職
業
人
か
ら
学
び
、
そ
の
成
果

を
後
輩
に
向
け
て
発
表
す
る
と
い
う

一
連
の
流
れ
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

ゲ
ス
ト
参
加
し
た
先
生
方
が
各
テ
ー

ブ
ル
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か

ら
活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
学
校

の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
知
れ
て
良

か
っ
た
」「
先
生
方
の
大
変
さ
を
痛

感
し
た
」「
社
会
連
携
は
今
後
の
重

要
な
テ
ー
マ
に
な
る
と
感
じ
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
万
全
な
感
染
防
止
対
策
を
施

し
な
が
ら
筑
波
方
面
へ
。

　

極
め
て
快
適
な
バ
ス
旅
行
と
な

り
、
参
加
し
た
誰
も
が
大
満
足
の
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
十
二
月
に
も
「
会

員
応
援
企
画
・
第
三
弾
」
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で
お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

糖度10のトマト「SWEET10」が好評です

会
員
応
援
企
画
・
第
二
弾

コ
ロ
ナ
禍
の
学
校
の
現
状
と

�

こ
れ
か
ら
の
社
会
連
携

渋
川
吾
妻
支
部
９
月
例
会

前
橋
支
部
９
月
例
会
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イチオシ

会員企業紹介
わが社の

モントラスト（㈱森田製作所）
代表  森田 達行 氏（前橋支部所属）

VFXで“ありえない”
　　　　　　　　を実現

▼
事
業
を
始
め
た
経
緯

　

私
は
も
と
も
と
は
ゲ
ー
ム
の
Ｃ
Ｇ

に
憧
れ
、
専
門
学
校
で
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
の

勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業
後
は

ゲ
ー
ム
系
の
会
社
へ
行
き
た
か
っ
た

の
で
す
が
、
テ
レ
ビ
系
の
下
請
映
像

制
作
会
社
へ
就
職
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
二
年
間
、
東
京
で
テ

レ
ビ
系
の
タ
イ
ト
ル
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
制

作
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ

の
ス
ペ
ッ
ク
の
問
題
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
週
三
日
く
ら
い
会
社
に

泊
ま
る
こ
と
も
当
た
り
前
の
よ
う
な

Q 

&

      

A

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
実
で
は
見

ら
れ
な
い
「
あ
り
え
な
い
」
映
像
も

制
作
で
き
、
見
る
人
の
興
味
を
よ
り

か
き
立
て
て
く
れ
ま
す
。

　

近
未
来
を
映
像
化
す
る
よ
う
な
仕

事
な
の
で
、
制
作
側
も
や
っ
て
い
て

ワ
ク
ワ
ク
す
る
楽
し
い
仕
事
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
企
業
・
団
体
様
か
ら

の
依
頼
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
Ｃ

Ｍ
・
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
こ
れ
を
も
っ
と
い
ろ

ん
な
方
面
に
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
誰
か
に
何

か
を
伝
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
表
現

方
法
」
は
多
様
化
し
、
ど
れ
が
自
分

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
選
択
な
の
か

迷
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
い
時
代
で

す
。

　

私
た
ち
は
そ
の
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

お
応
え
す
る
制
作
会
社
と
し
て
、
動

画
・
Ｃ
Ｇ
・
ポ
ス
タ
ー
・

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
動
画
サ

イ
ト
で
の
配
信
な
ど
、
お

客
様
の
ご
要
望
に
マ
ッ
チ

し
た
表
現
方
法
を
ご
提
案

し
、
企
画
か
ら
制
作
ま
で

ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
ご
予
算
の
ご

相
談
も
可
能
で
す
の
で
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

忙
し
さ
で
し
た
。
そ

ん
な
生
活
に
疲
弊
し

て
し
ま
い
、
二
十
四

才
で
群
馬
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

　

た
ま
た
ま
卒
業
し

た
専
門
学
校
で
非
常

勤
講
師
を
募
集
し
て

い
た
の
で
応
募
し
、

講
師
を
勤
め
な
が
ら

足
り
な
い
と
こ
ろ
は
貯
金
を
崩
し
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
年
く
ら
い
経
っ
た
こ

ろ
、
前
に
勤
め
て
い
た
会
社
か
ら
仕

事
の
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
頃
に
「
モ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
と
い
う

商
号
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

当
時
は
群
馬
で
Ｃ
Ｇ
を
制
作
す
る

会
社
も
ニ
ー
ズ
も
あ
ま
り

無
か
っ
た
も
の
で
、
も
っ

と
広
め
た
い
と
思
い
、
事

務
所
を
構
え
、
ス
タ
ッ
フ

も
入
れ
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

▼
現
在
の
事
業
内
容

　

そ
う
は
言
っ
て
も
、
な

か
な
か
そ
れ
だ
け
で
は
需

要
も
少
な
く
食
べ
て
い
け

な
い
の
で
、
新
し
い
こ
と

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が

ら
仕
事
の
幅
を
ひ
ろ
げ
て

き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
①
各
企
業
・
団
体
様
（
観

光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
飲
食
・
保
育
園
・
区
・

市
町
村
な
ど
）
や
、個
人
で
活
動
（
音

楽
・
芸
術
・
創
作
な
ど
）
を
し
て
い

る
方
を
対
象
と
し
た
映
像
コ
ン
テ
ン

ツ
の
企
画
・
制
作
、
②
実
際
の
映
像

に
Ｃ
Ｇ
を
合
成
す
る
Ｖ
Ｆ
Ｘ
制
作
、

③
３
Ｄ
／
２
Ｄ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

企
画
・
制
作
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ

イ
ン
、
④
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画
・
制

作
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
ま
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
メ
デ
ィ
ア
制

作
、
⑤
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
適
切
な
活
用
サ

ポ
ー
ト
と
、
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

▼
イ
チ
オ
シ
と
今
後
の
展
望

　

や
は
り
、
Ｖ
Ｆ
Ｘ
（
ビ
ジ
ュ
ア

ル
・
エ
フ
ェ
ク
ツ
）
制
作
が
イ
チ
オ

シ
で
す
。
こ
れ
は
、
映
像
制
作
に
お

け
る
技
術
の
一
つ
で
、
撮
影
し
た
映

像
に
Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ス
）
で
制
作
し
た
映
像
を

合
成
（
デ
ジ
タ
ル
合
成
）
す
る
方
法

所在地／藤 岡 市 白 石 1 9 5 0
連絡先／T E L 0 9 0− 8 5 8 9− 7 1 0 5
ＵＲＬ／h t t p s : / / m o n t r a s t . c o m
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同友会のホームページで
会員検索できます。 日、渋川市の伊香保温泉旅館「秀水園」（㈲秀水園、

取締役社長・飯野由希子氏／渋川吾妻支部所属）で
開かれた。社員や市職員ら約 20 人が、災害時を想
定した迅速な避難誘導の手順を学んだ。防災コンサ
ルティング事業を手掛けるイオタ（東京都）の社員
が講師を務め、大地震の発生を想定して実施。参加
者は避難者の年齢や国籍、発熱の有無などが記載さ
れたカードを旅館に見立てた平面図に手早く配置し
た。避難者役のエキストラを交え、停電した館内で
社員が安全な場所に案内する訓練にも取り組んだ。
　同旅館の飯野由希子社長は「さまざまなことが想
定されるので、訓練の時間を確保することは重要」
とし、「有事の際は旅館同士で助け合えるような協
定があるといい」と話した。今後は訓練を基に、災
害時の対応マニュアルも作成する予定。
� ［９／ 30 付上毛］

【飛沫付着防止にマイクシールド】
� ㈱サンエイ
　断熱材などの加工販売を手掛ける㈱サンエイ（代
表取締役・中西聡之氏／太田支部所属）は新型コロ
ナウイルス感染防止対策として、不織布を使ったマ
イクシールドを開発し、発売した。マイク全体を円
すい上に覆うシールドと、頭部に装着するカバーが
あり、飛沫の付着を防ぐ。主に中小のカラオケスナッ
ク店などでの需要を見込む。
　東毛産業技術センターで行った音響測定では、マ
イクにシールドとカバーを付けた状態でも音響に問
題はなかったという。シールド、カバーともに使い
捨てできる。中西社長は「旅館などでのカラオケ需
要も出てくるはず」と話している。シールドとカバー
各50個入りが１セットで5,500円。初年度は100セッ
トの販売を見込む。同社ウェブサイトから注文でき
る。� ［10 ／６付上毛］

【PBL 成果発表会】
� 共愛学園前橋国際大学
　新型コロナウイルスを踏まえた大学教育の在り方
について学生自身に考えてもらおうと、共愛学園
前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）
は６日、同大キャンパスで PBL（課題解決型学習）
プロジェクトの成果発表会を開いた。１〜４年生計
約 70 人が、コロナ禍での学びや生活スタイルにつ
いて意見を交わした。
　PBL プロジェクトは６月に大森学長が学生たち
に働き掛けて始まった。ウィズコロナ時代の「授業」
「キャンパスライフ」「社会連携」をテーマにオンラ
イン上で意見を交わし、この日は４カ月間の検討の
成果を報告した。学生たちの発表を踏まえ、大森学
長は「実現できる提案や提言はぜひ実践していきた
い」と語った。� ［10 ／７付上毛］

【代表取締役就任】
　㈲花ぶさ太田店、取締役専務・花房崇享氏（桐生
支部所属）は、この度、「代表取締役」に就任し、
合わせて下記のとおり会員登録を変更しました。
㈲花ぶさ
代表取締役・花房崇享
〒 376-0011　桐生市相生町 5-365-12
TEL：0277-52-6699　　FAX：0277-52-6680

【代表取締役社長就任】
　中央キャリアネット㈱、常務取締役・小池正律氏
（前橋支部所属）は、この度、「代表取締役社長」に
就任しました。

【足踏み式消毒液スタンド】
� Ｉ・Ｐ・Ｆ㈱
　Ｉ・Ｐ・Ｆ㈱（取締役生産本部長・市川剛志氏／
高崎支部所属）は、足踏み式の消毒液スタンドを発
売した。消毒液を入れたボトルの設置位置を変え
て、アルコールや液体せっけんの噴出量を調整でき
る。大人用と子ども用の２サイズを用意し、価格は
いずれも２万 6,000 円（消費税抜き）。オフィスや
学校、公共施設などでの利用を想定する。
　足踏み式の消毒液スタンド「アルコールディスペ
ンサー」は、自動車部品の加工で培った技術を活用
して作製した。スチール製で、４点支持による倒れ
にくい構造のため安定的に設置できる。消毒液を入
れるボトルの大きさに合わせて、置き台の位置を上
下と前後方向に調整可能。ボトルのノズルを挟み込
むようにして固定するため、先端部のズレを防げ
る。� ［９／ 18 付日刊工業］

【フォトウエディング事業を強化】
� ㈱メモリード
　冠婚葬祭事業を展開する㈱メモリード（取締役部
長・渡辺秀信氏／太田支部所属）はフォトウエディ
ング事業を強化する。高崎市と埼玉県東松山市に撮
影スタジオを設け、韓国の画像補正技術を導入。新
型コロナウイルス感染拡大の影響で挙式・披露宴が
減少する中、記念に残る結婚式の新たな形を提案す
る。スタジオは「The�LEAF�Wedding」として展
開する。高崎店（上大類町）は、挙式会場としても
利用されるれんが造りのチャペルの一部を改修し、
撮影スポットを増やした。100 人以上が参列できる
大聖堂や庭のほか、これまで打ち合わせコーナー
だった部屋に家具などを配置し、さまざまなシチュ
エーションで撮影できるようになった。婚礼スタッ
フが相談に応じるほか、挙式を手掛けてきたスタイ
リストやカメラマンが担当。経験豊かな人材を生か
し、写真スタジオとの差別化を図る。
� ［９／ 25 付上毛］

【果実ふんだん台湾かき氷】
� ㈲錦光堂
　和菓子店の㈲錦光堂（代表取締役・為谷貴士氏／
渋川吾妻支部所属）は、果実をふんだんに盛り付け
た「台湾かき氷」を発売した。現地で本場の商品を
味わった社員が手掛けた自慢の逸品だ。凍らせた果
実をのせたマンゴーとイチゴ、自家製あんを味わえ
る抹茶の３種類。さらりとした舌触りの氷には果実
などの味が付いており、飽きずに食べられる。全商
品に杏仁豆腐が添えられ、食感のアクセントにも
なっている。商品は当初、来年の販売を予定してい
た。８月ごろに知人や関係者向けに試作品の試食会
を実施したところ、「早く販売してほしい」と好評
だったため、すぐに商品化を決めた。
　為谷専務は「単なるかき氷ではなく、冷たいス
イーツのイメージ。台湾の味にできるだけ近づけ
た」と話している。
　千円。本店で通年販売し、テークアウトも受け付
けている。問い合わせは同店（TEL0279-22-0101）へ。
� ［９／ 29 付上毛］

【災害時、旅館を避難所に】
� ㈲秀水園
　宿泊施設を活用した福祉避難所の運営訓練が 29
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優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社

新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

10 月度常任理事会承認

〒371-0831　前橋市小相木町386-1

　県内の企業様が生産活動をより活発化、推
進できるよう人材派遣という形で、『安心・安
全』をモットーに携わらせて頂いております。
コロナ禍をはじめとする中小企業が抱える難
問・課題への対応等をご一緒に学ばせて頂き
たいと思います。

ＴＥＬ：027−210−8584
ＦＡＸ：027−210−8103

業務請負・人材派遣・家事代行サービス、その他業務代行

【紹介者／事務局】
ゴルフ

前 

橋 

支 

部

㈱グンソー

取締役
市　川　和　良

S47年生
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〒379-2123
前橋市山王町1－19－14
TEL 027-212-3312
FAX 027-266-8288
http://www.s-t-b.jp

産業廃棄物収集運搬
産業廃棄物リサイクルの提案
一般貨物自動車運送
塗装プラント清掃

株式会社 エスティビー
限りある資源を、次世代へ

Stability Topline Business Co.,Ltd.

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期

第6回


